
1. 2 人目の紺綬褒章受章者が誕生
国際ロータリー第 2750 地区（東京都）東京中

央ＲＣ会員の大津 穰氏が、ロータリー米山記念

奨学会への寄付により、昨年 9 月 27 日に紺綬褒

章飾版を受章され、12 月 15 日の同クラブ例会

にて褒章伝達式が行われました。 

当会では2018年9月に紺綬褒章の公益団体認

定を受けて以来、大津氏が 2 人目の受章者です。

紺綬褒章は、公益のために私財を寄付した者に

与えられ、飾版は、すでに褒章を受章した者が

同種の褒章を受章した場合に授与されます。大

津氏は他団体への寄付を含め、自身 2 度目の受

章となります。褒章伝達式当日は、お祝いに駆

けつけた同地区の三浦眞一理事、柳田一行米山

記念奨学委員長がご臨席のもと、当会の相澤光

春副理事長から褒章が伝達されました。 

大津氏は、「紺綬褒章の受章を大変嬉しく思い

ます。今後のロータリーの発展と、米山記念奨

学事業が目指す、世界平和の実現のために力に

なれるように努めてまいります」と述べ、会員

の皆さまから温かい拍手が送られました。

2. 寄付金速報 ― 下期普通寄付のお願い ―
12 月までの寄付金

は前年同期と比べて

7.4％増（普通寄付

金:1.1％減、特別寄付

金 :10.6 ％ 増 ）、 約

6,300 万円の増加とな

りました。12 月単月の

特別寄付金において

は前年より 2,600 万円増となり、2009 年度以降

で最多の寄付額となりました。高額寄付の件数

も多く、皆さまからのご支援に深く感謝申し上

げます。1月中旬には「2022 年度下期普通寄付

金のお願い」を当会から各クラブへお送りする

予定です。年初早々からのお願いとなり、大変

恐縮ではございますが、今後ともご支援賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。

3. 次期地区⽶⼭奨学委員⻑セミナー開催報告
12 月 7 日、2023-24 年度地区米山記念奨学委

員長を対象とする第 1 回セミナーを、感染対策

を徹底した都内会場で開催しました。 

午前の部は、若林紀男理事長の挨拶、神野重

行常務理事の講話から始まり、寄付、学務関連

について事務局から説明。滝澤功治副理事長か

らは、学友会に関する規程についてご説明いた

だきました。 

午後の部では、事務局から広報関連、来年 8月

開催予定の「再会 in 関東」について紹介。事例

発表として、大久保章宏理事から、今や第 2800

地区（山形）の地区大会シーズン恒例行事とな

った「米山ナイト」の取り組みについてご紹介

いただきました。同じく事例発表として、第2700

地区（福岡・長崎・佐賀）の吉田廣幸次期米山委

員長から、同地区の寄付増進の取り組みについ

てご紹介いただきました。その後、4 グループに

分かれて「寄付増進について」、「指定校選定と

奨学生選考について」、「学友・学友会について」、

「奨学生の選考と危機管理について」などをテ

ーマにディスカッションと各グループからの報

告が行われ、質疑応答を経て、井原實常務理事

の講評で締めくくられました。
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4. 台湾⽶⼭学友会が総会を開催
12 月 10 日、台湾米山学友会の年次大会が

台北市内で開催され、同時にオンラインでもラ

イブ配信されました。3 年ぶりに国外からの会

場参加が可能となった今回、台湾在住学友とロ

ータリアン、そして、同学友会が支援する日本

人奨学生のほか、日本からも多くの参加者が現

地に集まりました。 

総会は、林
リン

志
シ

昇
ショウ

理事長（1992-94／津ＲＣ）

の開会の挨拶で幕を開け、韓国米山学友会の

全 炳
ジョンビョン

台
テ

会長（1980-83／仙台北ＲＣ）、当会か

らは、滝澤功治副理事長が出席し、日ごろから

の積極的な支援活動への感謝を述べました。ま

た、同学友会は独自で現地日本人奨学生を長く

支援しており、会場参加した奨学生 5人が流ち

ょうな中国語で自己紹介を行い、温かい拍手が

送られました。久々の対面での総会で、改めて

米山のつながりを確認することができた同学

友会は今年、節目の創立 40 周年を迎えます。

5. ウクライナから避難した学友 ―⺟校が受け⼊れ―
ウクライナ出身の米山学友、コベリャンス

カ・オクサーナさん（1998-99／奈良ＲＣ）が 12

月 15 日、自身の世話クラブであった奈良ＲＣ

の例会にて卓話を行いました。オクサーナさん

は、ウクライナの情勢悪化を機に、母国からの

避難を余儀なくされ、米山奨学生時代に自身の

留学先であった天理大学と天理市のサポート

により来日。2022 年 4 月から、同大学の職員

として勤務しています。オクサーナさんによる、

スピーチの冒頭の一部をご紹介いたします。 

「私は 1995 年に天理大学に留学し、98 年に

奈良ＲＣの米山奨学生になりました。当時のウ

クライナは旧ソビエト連邦から独立し、経済や

政治体制の構築を始めたばかりで、国家的に大

変な時期でした。来日後も、両親からの支援は

望めず、生活費を稼ぐので精一杯でした。米山

奨学生になれたことは、勉学に集中できること

を意味し、とてもありがたかったです。最初に

参加した例会で、奈良ＲＣの会長が『この奨学

金は、学生を支援するためのものです。勉強す

る時間を確保するためのものです。そして帰国

後は日本に関連した活動を続けてほしい。それ

ぞれの国で、日本語や日本文化を広め、自国と

の国際関係を促進することを望んでいます。こ

れが、私たちの未来への貢献です。それを忘れ

ないでください』と、仰いました。この言葉は

今でもはっきりと覚えています。初めて奨学金

をもらったとき、喜びだけでなく、自分の中で

責任感と覚悟を感じました。会長の言葉の通り、

私はこれまでに、約30の研究論文、4冊の辞書、

2 冊の日本語・日本文化学習者向けの教科書を

出版するなど、人生の大半を日本と関わりなが

ら過ごしてきました。今回、このようなご支援

をいただいた、母校の天理大学と天理市、そし

て日本の皆さまに心から感謝の気持ちを申し

上げます。ロータリー米山記念奨学会の事業は、

日本語や日本文化を世界に広めるためにとて

も重要な活動であることをお伝えしたいと思

います。米山の繁栄と、多くの感謝の気持ちを

持った学生たちが、それぞれの国で日本との国

際関係を強化するために活動を続けてくれる

ことを祈念します」。 卓話を行うオクサーナさん 
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